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ご　挨　拶
ＳＩＡインプラントコロキウム

第１４回ＳＩＡインプラントコロキウム

ご挨拶

埼玉インプラント研究会　施設長
公社)日本口腔インプラント学会　指導医

根 岸　邦 雄

　第１４回ＮＰＯ法人埼玉インプラント研究会コロキウム開催にあたり御挨拶を申し上げ

ます。現在、我が国の人口は少子高齢に伴い、生産人口は減少し、その生産人口において

は、非正規雇用者が多く見受けられ、生産人口の収入は約２５年前と比較すると、ほぼ横

ばい状態であるのにも関わらず、我が国の社会保障費は年々増加の一歩を辿り、年金生活

者の受給額は年々、減額されている社会問題を抱えております。本邦においては、国民皆

保険制度において基本的な歯科治療を行えますが、歯科保険点数も実質、保険点数改正毎

に減少し、歯科医療を取り巻く環境は年々悪化し、過剰とも言える歯科医師の急激な増加

に伴い、歯科医師の収入の減少を食い止める手段としてインプラント治療を安易に行う歯

科医師が増加している事実も否めません。この結果、最近インプラント治療に対する医療

訴訟が増加し、この案件に対してマスメディアも大きく取り上げ、国民に対して警鐘を鳴

らしています。

　当研究会は、約４０年以上の歴史を有し、発足以来、「安心・安全・信頼できるインプ

ラント治療」を掲げ、インプラント治療の研究を日々研鑽している施設であります。また

日本口腔インプラント学会指定研修施設（臨床系）でもあり会員約１８０名を超える組織

であり、現在、日本口腔インプラント学会が認定する指導医５名、専門医３６名を擁する

施設であります。今回のコロキウムは、招待講演として、日本歯科大学新潟生命歯学部・

歯科補綴学第1講座の主任教授の小出馨教授に「インプラント治療における咬合診断と咬合

構成」の講演をして頂く他、当研究会会員の発表も行います。また、歯科衛生士等を対象と

したコ・デンタルセッションを併催いたします。

　昨今、歯科界は大変厳しい状況下に置かれていますが、参加して頂いた方々全員が今回の

コロキウムから得た知識を習得し、今後の臨床に役立つ有意義な一日にしたいと思います。
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ご　挨　拶
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第１４回ＳＩＡインプラントコロキウム

開催のご挨拶

会長 渡 沼　敏 夫

　近年インプラント治療は急速な普及とともに様々な問題点も提起されるようになって

います。介護現場でのインプラントのケアの問題や、健康保険への導入など、大学関係

者はもちろん多くの開業医にとってインプラント治療というものを避けて通ることがで

きない状況となっています。

　そこで、超高齢社会の中でのインプラント治療という視点で捉え、一方では３Ｄデジ

タルを始めとする新しい可能性を検討し、また一方では、患者さんの加齢とともに起き

る口腔の環境変化、補綴的、全身的問題への対応を再考して、インプラント治療が真の

国民医療として認知されるために、インプラント治療の有用性、予知性、不確実性を参

加される皆様と見直してまいりたいと思っております。

　今回のコロキウムは、「インプランとの長期的成功のために -今までのインプラント

これからのインプラント」というテーマのもと招待講演に日本歯科大学新潟生命歯学部

歯科補綴学第１講座小出馨教授をお招きして「インプラントと咬合」の講演をいただき

ます。また、会員発表は若手歯科医師を中心にこれからインプラントを始める方の参考

になるような発表を予定しています。そして、コデンタルセクションでは各社の専任講

師による講演を企画しました。また、企業展示会場では２０数社のご協力をいただき、

機械器具等の展示も行っておりますので、参加された先生方にとって明日からの臨床の

ために有意義な１日となれば幸いです。

　ここで、ＮＰＯ法人埼玉インプラント研究会をご紹介させていただきますと、現在

１８０余名の会員が在籍しており、昭和５４年の設立以来、会員歯科医の技術向上のた

めの研鑽とインプラント治療を利用した口腔機能の回復の普及に努めてまいりました。

そして、公益社団法人日本口腔インプラント学会の認定施設として、これからインプラ

ント治療を始める歯科医を対象としたインプラントの基礎から手術実習まで行う認定講

習会を毎年開催しており、指導医５名を始めとして、専門医、専修医資格取得者も数多

く在籍しています。

　また、日本口腔インプラント学会が開設した「口腔インプラント治療相談窓口」の埼

玉地区を担当し、インプラント治療に対する不安や質問にお答えして、安心できるイン

プラント治療の実現の一助となるよう活動しています。

　このような活動にご賛同いただける先生に参加をいただき、より安全なインプラント

治療を目指して参りますので、より多くの先生方のご入会をお待ちしています。
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ＮＰＯ法人 埼玉インプラント研究会

公社)日本口腔インプラント学会　指導医



第１４回ＳＩＡコロキウム　大会長
埼玉インプラント研究会　理事

公社)日本口腔インプラント学会　専門医

高 田　尚 美
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第１４回ＳＩＡインプラントコロキウム

開催のご挨拶

　この度、「第１４回ＳＩＡインプラントコロキウム」の大会長を拝命いたしました。

　日本にインプラントが導入されてから４０年以上が経過し、国民の口腔機能の維持に一

定の役割を果たしてきました。一方、超高齢社会において長期経過から様々な問題が見え

てきました。また昨今のテクノロジーの進化によりインプラント治療にもコンピューター

アシストの新しい波が押し寄せてきています。

　その中で、今回のテーマは「インプラントの長期的成功のために―今までインプラント・

これからのインプラント―」とし、過去を振り返り、これから私たちが進むべき道を探り

たいと思います。

　今回はインプラントの長期安定に欠かせない咬合について、日本歯科大学新潟生命歯学

部の小出馨教授に「咬合・顎関節」について、特に「インプラントと咬合」について私た

ちが知っておくべき重要事項についてご講演いただく予定です。歯科医師のみならず、歯

科衛生士、歯科技工士にもぜひ聞いてほしい内容です。

　会員発表は埼玉インプラント研究会の若手の研鑽の場として、学会形式で行います。安

全・確実なインプラント治療や最新のテクノロジーの一端など、これからの方向性を探る

発表がなされます。

　コ・デンタルセッションでは小出晴子先生に舌を中心とした口腔周囲筋についてお話し

いただきます。こちらは歯科医師にもぜひ聞いてほしい内容です。

　この他、明日からの臨床に役立つトピックスを多数ご用意してあります。

　各社展示には新製品や書籍等が並んでおります。こちらにもぜひお立ち寄りください。

　ご協力いただきました業者様に深く御礼申し上げます。

　この１日が、参加されるすべての歯科関係の皆様の、明日からの臨床のお役に立ちます

ことを、心から祈念しております。
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◆　ご　挨　拶　◆

　　ＮＰＯ法人　埼玉インプラント研究会　　施設長　　根岸　邦雄

　　ＮＰＯ法人　埼玉インプラント研究会　　会　長　　渡沼　敏夫　

　　第１４回ＳＩＡインプラントコロキウム　大会長　　高田　尚美

タイムスケジュール・会場見取図

プログラム

◇　ドクターセッション　◇　―――――――――――――――――

　　≪招待講演≫　　　『インプラント治療における咬合診断と咬合構成』

◇　コ・デンタルセッション　◇　―――――――――――――――――

　　　　　　　　　　　ベロ回し体操が健康寿命を変える

　　　　　　　　　　　　健康と美容の観点からベロ回し体操を徹底解説

　　　　　　　　　　　インプラントを守る化学的プラークコントロール

　　　　　　　　　　　インプラント治療のためのアシスタントワーク

　　　　　　　　　　　　－術前～術後においての環境管理―

　　　　　　　　　　　インプラント患者のホームケアにおける

　　　　　　　　　　　　ソニッケアー・ウォーターピックの有効性

　　　　　　　　　　　メインテナンス、ＳＰＴのプロトコール

　　　　　　　　　　　　Ｇｕｉｄｅｄ　Ｂｉｏｆｉｌｍ　Ｔｈｅｒａｐｙ　について　

　　　　　　　　　　　「生涯にわたりお口の健康を維持していくために」

展示・広告協賛社一覧
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ＳＩＡインプラントコロキウム
タイムスケジュール・会場見取図
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諸星 裕夫（ライオン歯科材㈱）

武智 圭子
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プログラム
ＳＩＡインプラントコロキウム

ドクターセッション 敬称略

●司会進行　　勝沼　孝臣

０９ : ００ ～

０９ : ４５ ～ １０ : ００

　　　　　　　（受付　勝沼　稔）

開会の辞　　　（安田　治男）

　施設長挨拶　（根岸　邦雄）

　　会長挨拶　（渡沼　敏夫）

　大会長挨拶　（高田　尚美）

１５ : ５０ 閉会の辞　　　（関根　智之）

１２ : １５ ～ １３ : ２０ ＜　昼　休　憩　＞

１４ : ００ ～ １４ : １０ ＜　休　　　憩　＞

１５ : ００ ～ １５ : １０ ＜　休　　　憩　＞

１３ : ２０ ～ １４ : ００ 会員発表　４名　発表７分　質疑応答３分

　関根　大介　　下顎右側臼歯部中間欠損にインプラント治療を行った１症例

　海野　幸利　　下顎左側第二小臼歯にインプラント治療を行った１症例

　馬場　惠利子　下顎臼歯部中間欠損にインプラント治療を行った１症例

　高田　将生　　下顎右側第一大臼歯欠損にインプラント治療を行った１症例

　　　　　　　　　　　　　　　　　（座長　岡　延綱）

１４ : １０ ～ １５ : ００ 会員発表　５名　発表７分　質疑応答３分

　濱川　知也　下顎小臼歯先天欠如にインプラント治療を行った１症例

　熊田　昌幸　下顎両側小臼歯先天性欠損に対し

　　　　　　　　インプラント治療を行った１症例

　小山　知子　左下第１大臼歯相当部にインプラント治療を行なった１症例

　笠井　雄太　ガイドを用いてインプラント埋入を行った一症例

　関根　史剛 下顎両側臼歯欠損にインプラント補綴治療を行った１症例

　　　　　　　　　　　　　　　　　（座長　東　高士）

１５ : １０ ～ １５ : ５０ 会員発表　４名　発表７分　質疑応答３分

　関屋　亘先　下顎片側遊離端欠損に対して

　　　　　　　　インプラント補綴治療を行った１症例

　原　一史　　内視鏡下副鼻腔手術後、上顎洞底側方開窓挙上術を施し

　　　　　　　　インプラント治療を行った１症例

　浅香　淳一  口腔癌により舌を反側切除した患者に

　　　　　　　　インプラントオーバーデンチャーを装着した１症例

　丹野　勉　　矯正的組織造成法を用いた前歯部インプラント治療の提案

　　　　　　　　　　　　　　　　　（座長　栗原 和博）

１０ : ００ ～ １２ : ００ 招待講演　　　　小出　馨　　　　　（座長　高田　尚美）

１２ : ００ ～ １２ : １５ 質疑応答
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１３ : ５５ ～ １４ : １０ ＜　休　　　憩　＞

コ・デンタルセッション

●司会進行　北爪　昭彦

１２ : ００ ～ １２ : ０５ 挨　　拶　　　（栗原　一雄）

１５ : ５５ 閉会の辞　　　（入江 修充）

１２ : ０５ ～ １２ : ３５

１２ : ３５ ～ １３ : ０５

１３ : ０５ ～ １３ : ５５

諸星　裕夫　　　　ライオン歯科材株式会社

武智　圭子　　　　ストローマン・ジャパン株式会社

小出　晴子　　　　日本臨床歯科研究会

１４ : １０ ～ １４ : ４０

１４ : ４０ ～ １５ : １０

１５ : １０ ～ １５ : ４０

成澤　香那　　　　株式会社ヨシダ

加藤　あゆみ　　　ＥＭＳ Ｊａｐａｎ株式会社

杉山　幸菜　　　　新百合丘南歯科

１５ : ４０ ～ １５ : ５５ 質疑応答

敬称略

プログラム
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ドクターセッション
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インプラント治療における咬合診断と咬合構成

小出　馨　先生

日本歯科大学新潟生命歯学部歯科補綴学第１講座主任教授
　　　　　　　日本歯科大学大学院新潟生命歯学研究科機能性咬合治療学主任教授

【 略 歴 】
 1953年　新潟県新潟市生まれ
 1979年　日本歯科大学新潟歯学部卒業　　
 1983年　日本歯科大学大学院修了
 1988年　トロント大学歯学部補綴学教室客員教授（2006年まで）
 1989年　日本歯科大学新潟歯学部歯科補綴学教室第１講座助教授
 1998年  日本歯科大学新潟歯学部歯科補綴学教室第１講座主任教授
 1998年  日本歯科大学大学院新潟歯学研究科機能性咬合治療学主任教授
 1999年  日本歯科大学新潟歯学部附属病院顎関節外来統括責任者併任（2003年まで）
 2001年  日本歯科大学新潟歯学部附属病院技工科長,技工研修科長併任（2003年まで） 

【 主な歴任役職等 】
 日本補綴歯科学会理事，日本顎関節学会理事，日本全身咬合学会副理事長，日本接着歯学会理事，
 国際口腔インプラント会議日本部会副会長，日本臨床歯科補綴学会会長，日本スポーツ歯科医学会理事，
 日本咀嚼学会評議員，日本顎咬合学会評議員，日本審美歯科学会評議員，日本補綴歯科学会関越支部長，
 日本歯科大学歯学会理事，日本歯科大学校友会理事，日本補綴歯科学会規程検討委員会委員長，
 日本全身咬合学会学術委員会委員長，日本歯科大学新潟歯学部補綴理工セミナー長，
 日本補綴歯科学会専門医・指導医，日本顎関節学会専門医・指導医，日本全身咬合学会専門医・指導医，
 国際口腔インプラント会議日本部会認定ドクター，東北大学大学院歯学研究科非常勤講師，
 九州大学大学院歯学研究科非常勤講師，広島大学大学院歯学研究科非常勤講師，
 最高裁判所認定歯科医療鑑定専門委員　

【 研究開発・特許等 】
 ・日本歯科大学新潟歯学部式プロソマチック咬合器
 ・日本歯科大学新潟歯学部式プロソマチック・フェイスボゥ
 ・プラスターレス咬合器ドリーム
 ・プロアーチ咬合器Ⅰ型,Ⅱ型,Ⅲ型,ⅢＥ型,Ⅳ型,Ⅰ-Ｇ型,Ⅱ-Ｇ型,ⅢＥ-Ｇ型
 ・プロアーチ・フェイスボゥ
 ・ﾘﾝｶﾞﾗｲｽﾞﾄﾞｵｸﾙｰｼﾞｮﾝ用硬質レジン４歯連結ﾌﾞﾚｰﾄﾞ臼歯：e-HaＱクワトロブレード
 ・パーシャルデンチャー用硬質レジン臼歯人工歯：e-Ha８ポステリア
 ・硬質レジン前歯人工歯：e-Ha６アンテリア
 ・リンガライズドオクルージョン用解剖学的硬質レジン臼歯人工歯：Bio-Lingua
 ・人工歯排列用テンプレート（プロアーチ咬合器用）
 ・プロアーチ・オクルーザルプレーン・アナライザー
 ・プロソマチック・ゴシックアーチトレーサー
 ・パラジェット義歯重合弾性材埋没システム
 ・デンタルマルチルーラー                                       その他83件

【 近年の主な臨床関連書籍 】
 ・DAWSON・FUNCTIONAL OCCLUSION　監訳【改訂新版】（医歯薬出版2013）
 ・小出 馨の臨床が楽しくなる咬合治療（デンタルダイヤモンド2014）
 ・チェアサイドで行う顎機能診査のための基本機能解剖－第７版－(医歯薬出版2017)
 ・臨床機能咬合学－咬合の７要素によるオクルージョンの臨床－第２版－（医歯薬出版2014）　
 ・デザイニング・コンプリートデンチャー－第５版－（医歯薬出版2017）
 ・基本クラスプデンチャーの設計－第６版－（医歯薬出版 2015）
 ・クリニカルクラスプデンチャー－第５版－（医歯薬出版 2018）

招待講演

　



－９－

ＳＩＡインプラントコロキウム

インプラント治療における咬合診断と咬合構成（抄録）

　歯の欠損に対するインプラント治療の有効性は高く評価されており，現在では部分欠損

から無歯顎症例にまで広く適用されている．また，既に超高齢社会を迎えた日本では，現

在100歳以上の人口が約７万人で，80歳以上は８人に１人，70歳以上は５人に１人，65歳

以上の高齢者は3.6人に１人で世界最多．20年後には65歳以上の高齢者数が現在の２倍以

上に急増することが将来推計で示されている．そのため日本では，今後更に部分欠損歯列

をもつ患者数は増加し，インプラントを含めた欠損補綴治療のニーズが更に増大すること

は必至である．

　特にインプラント治療においては，患者の加齢に伴う長期的予後をふまえた管理が重要

で，今後はこれまで以上に顎口腔系の経年変化に対応した力のコントロールと細菌への対

応を的確に図ることが強く求められる．特に力のコントロールの点では，まず歯列再建に

あたり顎口腔系と調和した咬合構成を確実に行うこと，すなわち咬合を顎関節や咀嚼系筋

群の機能と調和させることが重要・不可欠である．次に，経年的な咬耗などによる咬合と

顆頭位の変化に対して，インプラント治療部分とインプラント以外の歯列における力の評

価を行い，全顎的なメインテナンスケアを継続して行うことが大切である．

　したがって，長期的に予知性を高く保つには，私達歯科医師が咬合に関連する力の診断

とメインテナンスケアを患者さん一人一人に対して的確に行えること，また可能な限り患

者さんの咬合を生涯にわたって管理し，適正にメカニカルストレスをコントロールするこ

とが望まれる．

　以上のことをふまえて今回の講習会では，インプラント治療を含めた歯科治療時に認識

しておかなければならない咬合と顎口腔系の関係，さらに咬合と姿勢や全身との関連性，

そして咬合診断と咬合構成の基準，これらのポイントを臨床に即して具体的にお示しする．

先生方の明日からの臨床に活かしていただければ幸いである．
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コ・デンタルセッション
ＳＩＡインプラントコロキウム

ベロ回し体操が健康寿命を変える

健康と美容の観点からベロ回し体操を徹底解説

小出　晴子　先生

　近年、健康寿命と口腔機能の関係がさまざまな形で取り上げられ、口腔ケアが口腔のみ

ならず全身の健康、生涯にわたるＱＯＬの維持・向上に欠かせないものであることが国民

にも広く知られるようになってきている。

　特に現在の超高齢化社会において、筋力や活動機能の低下により要介護になる前段階の

状態であるフレイル、とりわけオーラルフレイルと呼ばれる口腔機能の老衰や虚弱の予防

は大きく注目を集めている。

　また、歯科における審美・美容の分野がここ数年で飛躍的な展開をみせていることから

も分かるように、口元をはじめとした「アンチエイジング」「心身ともにより美しくあり

たい」「より自分らしく心地良くありたい」という需要が大きな高まりをみせていること

も事実である。

　今回はオーラルフレイルの予防、舌・口腔周囲筋の機能の維持・改善、美容やアンチエ

イジング、唾液、ホルモン、脳機能の向上など、様々な効果を持つ『ベロ回し体操』につ

いて、口腔と全身との関連性をふまえて健康と美容の観点から解説をする。

　究極に簡単でシンプルな方法だからこそ、小児から高齢者まで、医院に来られるすべて

の方に知っていただきたい。

　今後の歯科医療人に求められているものは治療や予防のさらにその前段階である。つま

り、その方自身の「より健康で美しく幸せな人生への気づき」のきっかけを提供すること

である。

　今回の講演が、医療人としてさらにやりがいと喜びをもたらす一助となれば幸いである。

日本臨床歯科研究会
日本臨床歯科補綴学会　認定歯科医師

【講師略歴】

　　日本臨床歯科研究会

　　かみ合わせ美容研究家

　　日本臨床歯科補綴学会専門医

　　見た目だけではない健康的な美しさを重視し、舌のエクササイズを考案。

　　『ほうれい線やたるみがスッキリ！驚きの美顔メソッド　ベロ回し体操』（東京書店）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著：小出馨・小出晴子

　　『舌を回して若返る』（日本文芸社）著：小出馨　編集協力：小出晴子

　　Ｈ１７年　日本歯科大学新潟歯学部　入学

　　Ｈ２３年　日本歯科大学新潟生命歯学部　卒業

　　　　　　　日本歯科大学新潟病院　歯科医師臨床研修　開始

　　Ｈ２４年　日本歯科大学新潟病院　歯科医師臨床研修　修了
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コ・デンタルセッション
ＳＩＡインプラントコロキウム

諸星　裕夫　先生

ライオン歯科材株式会社
　製品マネジメント室長

インプラントを守る化学的プラークコントロール

　インプラントのメインテナンスにおいてインプラント周囲炎の予防は重要課題です。

　とくにインプラントは天然歯よりホストディフェンスが弱いことから、より徹底した口

腔内細菌のコントロールが求められています。インプラントを守る殺菌成分の積極的な応

用について解説いたします。

　また、インプラントとともに残された天然歯、とくに高齢化ととも喫緊の課題となって

いる根面う蝕の予防に効果のあるフッ化物配合歯磨剤をご紹介いたします。

【講師略歴】

　　北海道大学理学部卒業

　　Ｂｒｉｓｔｏｌ-Ｍｙｅｒｓ Ｓｑｕｉｂｂ（株）開発学術部を経て

　　　ライオン（株）研究開発本部

　　ライオン（株）バファリンブランドマネージャー

　　ライオン歯科材（株）開発担当部長、製品マネジメント室長

　　鳥取大学工学部非常勤講師（マーケティング）兼任



－１２－

【講師略歴】

　　・歯科衛生士

　　・日本医療機器学会認定第二種滅菌技士

　　・歯科医院において9年間勤務

　　・2005年よりノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社にて

　　　チーフアシスタントトレーナー

　　・2014年5月よりストローマン・ジャパン株式会社にて

　　　アシスタントトレーニングマネージャー

　　・ITIメンバー

　　・WDAI理事

コ・デンタルセッション
ＳＩＡインプラントコロキウム

武智　圭子　先生

ストローマン・ジャパン株式会社

インプラント治療のためのアシスタントワーク

－　術前～術後においての環境管理　－

　現在、多くのクリニックで治療オプションの一つとしてインプラント治療が行われるよ

うになってきました。インプラント治療は、外科的手術を必要とする治療法となり、器材

の洗浄・滅菌はもちろんのこと、適切な環境管理、歯科医師を中心とした『チーム医療の

意識』、高いアシスタントワーク、患者様とのコミュニケーションなど、さまざまな専門

性の高いスキルが必要とされる治療となります。

　そのためには、歯科医療従事者である歯科衛生士が正しい知識と技術を持ち、日々の実

践を通してスキルアップしていくことが重要だと考えます。

　本セミナーでは、環境管理、器材メインテナンスなどの基本事項をトピックとして、明

日からの臨床に活かせる知識を具体的に紹介させていただきます。
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【講師略歴】

　　平成22年4月　埼玉県立大学卒業

　　平成22年4月～平成25年7月　埼玉県内の歯科医院で勤務

　　平成25年7月　（株）ヨシダ　入社

　　　　　現在に至る

コ・デンタルセッション
ＳＩＡインプラントコロキウム

成澤　香那　先生

株式会社　ヨシダ

インプラント患者のホームケアにおける　　　　

ソニッケアー・ウォーターピックの有効性

　近年インプラント埋入患者は増加傾向にあり、ホームケアにおけるインプラント周囲炎

の予防対策が重要になってきている。

　ソニッケアーやウォーターピックをホームケアへの活用することでの有効性と安全性を、

発表されているエビデンスや症例を使って紹介する。

　どちらの商品においても、手磨きのみと比較すると優位にバイオフィルムの除去が可能

で、なおかつ為害性は認められないため、患者のホームケアへの提案が有効である。



－１４－

コ・デンタルセッション
ＳＩＡインプラントコロキウム

加藤　あゆみ　先生

　　ＥＭＳ　Ｊａｐａｎ　株式会社
　

　歯科医療機器のメーカーであるEMS 社はスイスに本社を持つ1981年創業の予防歯科器械

に特化した歯科器械製造社であり、世界へ販売展開を行っている企業である。そのEMS 社

がヨーロッパを中心に歯科予防を考える歯科大学や専門医、歯科衛生士らと一緒になって

考案した歯科予防の新たな手順書がGuided Biofilm Therapyであり、ヨーロッパにおける

第11回 European Workshop on Periodontology consensus conference (Tonettiら）にて

コンセンサスを得ている事項よりこの手順書は導かれている。

　歯周治療においては可能な限りの健全歯周組織を保全し、主因であるバイオフィルムと

それを助長する歯石を除去し、その後のホームケアと医院における定期的なメインテナン

スの確立が重要と言われている。これはインプラント植立治療後においても同様である。

天然歯とインプラントが混在する患者のメインテナンスにおいても通院動機の向上と継続

は必須で、今回は短時間、低侵襲で快適な臨床的エビデンスに基いて考案された方法、

GBTの手順書を紹介する。

【講師略歴】

　　広島大学歯学部附属歯科衛生士学校卒業

　　広島市内歯科医院勤務

　　ＥＭＳ Ｊａｐａｎ 株式会社勤務

メインテナンス、ＳＰＴのプロトコール　　　　

　　　Ｇｕｉｄｅｄ Ｂｉｏｆｉｌｍ Ｔｈｅｒａｐｙ について



【所属】

　　日本臨床歯科医学会 

　　日本顕微鏡歯科学会 

　　日本ヘルスケア歯科学会 

　　日本臨床歯周病学会 

　　テンタルアーツアカデミー講師
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コ・デンタルセッション
ＳＩＡインプラントコロキウム

杉山　幸菜　先生

 新百合ヶ丘南歯科

「生涯にわたりお口の健康を維持していくために」

　生涯にわたりお口の健康を維持していくためには、炎症・咬合をコントロールし、適切

なセルフケアと定期的なメインテナンスを継続することが重要てある。私たちかサホート

しなから患者が「口腔内を改善・維持していきたい」という前向きな気持ちを維持してい

くことが、セルフケアやメインテナンスの継続に繋かると考えている。そのためのキーポ

イントは、患者自身が「自分の口腔内を理解する事」「病因論や予防の知識を持つこと」

「予防するための技術を持つこと」だと考え、日々診療を行なっている。また私たちか天

然歯、インプラントを長期的にメインテナンスしていく上で、患者との信頼関係を築くた

めのコミュニケーション、正確な検査や処置、歯科医師・歯科技工士との連携なども欠か

せない。 

　これらを実践するために、新百合ヶ丘南歯科ではマイクロスコープやエアフロー(EMS)、

「iTOP」(INDIVIDUALLY TRAINED ORAL PROPHYLAXIS)によるTBI等を取り入れて診療システ

ムを構築している。

　今回は当院での取り組みについて紹介し、皆様の参考になれば幸いである。

















ＳＩＡインプラントコロキウム
展示・広告協賛社一覧

相田化学工業株式会社

株式会社 アルタデント

イオンプロダクトファイナンス株式会社

株式会社 インプラテックス

株式会社 ガイドデント

科研製薬株式会社

京セラ株式会社

コアフロント株式会社

株式会社 ジーシー

株式会社 シエン社

株式会社 シケン

株式会社 システムハイデント

株式会社 松風

ストローマン・ジャパン株式会社

デンツプライ・シロナ株式会社

ネオス・ジャパン株式会社

株式会社 白鵬

ピーロートジャパン株式会社

ブルマン株式会社

株式会社 ブレーンベース

株式会社 モリタ

株式会社 八甕

株式会社 ヨシダ

ライオン歯科材株式会社

和田精密歯研株式会社

展示・広告のご協賛、感謝申し上げます。

埼玉インプラント研究会一同

（５０音順）



ＮＰＯ法人 埼玉インプラント研究会入会のお誘い

　私たち埼玉インプラント研究会（Ｓ．Ｉ．Ａ）会員は、昭和５５年の発足以

来、毎年定例研究会（年６回）を通じて、お互いの臨床経験を発表しなが

ら、歯科インプラントを勉強してまいりました。

　インプラントを成功させるためには、まず第一に患者との信頼関係が

重視されます。次に、解剖学的な知識はもちろんのこと、歯周外科を含

めた外科的術式の修練、確実な歯内療法、補綴学的な理論に基づき、な

おかつ審美的な上部構造が必要です。　　　　　　　　　　　　　　

　更に治療結果の長期安定のためにはプラークコントロールや咬合の

チェックなどのメンテナンス（ＳＰＴ）が大切です。　　　　　　　　　

　我々臨床家にとって、患者の要求（歯のない患者が、自分の歯と同じ

ように噛めるようになりたい）に応える義務があります。本日参加され

た皆様も、こうした患者の願いを実現させたいと、痛感していらっしゃ

ると思います。　　　　　　

　この機会に是非Ｓ．Ｉ．Ａに入会し、一緒に勉強してみませんか。

　すでにインプラントをご経験になって、いろいろな問題点、悩みをお

持ちの先生、Ｓ．Ｉ．Ａに入会して、ご自分の症例を紹介してください。

会長はじめ、多くの会員から必ずや解決の糸口が見つかると思います。

インプラント治療に未経験の方であっても、実践してみたい熱意のある

先生は大いに歓迎いたします。　

　公益社団法人日本口腔インプラント学会の専門医、専修医を取得する

には認定施設にて所定の研修を修得することが義務づけられておりま

す。その為にも当施設でお互いに研鑽することをお薦めいたします。

　Ｓ．Ｉ．Ａでは一人でも多くの方々が、本会に入会して下さる事を心から

お待ちしております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＮＰＯ法人 埼玉インプラント研究会 事務局

申込先

北爪　昭彦

メールアドレス　ｓｉａ-ｊｉｍｕ＠ｘｒｈ.ｂｉｇｌｏｂｅ.ｎｅ.ｊｐ

〒３６６-０８２４　埼玉県深谷市西島町３－１４－１１

（のざわ歯科医院内）

ＴＥＬ/ＦＡＸ  ０４８-５７１-０２３４
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